
最高裁前で職員に声明を手渡す





●なぜ、「自分の子どもに会えない」という相
談が立て続けに舞い込んできたのか

●「自分の子どもに一生会えなくなるかもし
れない」

●国境を越えて、自分の子どもに会う権利の
実現を



宮原朋瑚（ｋネット九州理事）



　　　　　『子どもの連れ去り問題』を広報誌で紹介
敦子



米国の組織「父親と家族」について　　　

（1）一般の人への啓蒙

（2）ロビー活動

（3）法的弁護の基金

（4）意見の送付

（5）研究

（6）強力な支持者を増やすこと

（7）会員数の増大



★２月 18 日総会＠銀座

☆学習会「みんなで話そう！共同親
権運動のこれから」

★３月 10 日例会報告＠国立公民館

　
　前半の益子先生の講義では、親が離婚し、別居親へ会えていないことにより現実に子どもた
ちに悪影響が出ていることが、先生ご自身の調査結果にも表れている、と言うお話でしたが、
世間にもっとこの事実を認識させて、わが国の現状を変えていかなければならないと痛切に感
じました。
　今の司法を動かしている裁判官、調査官、調停委員、弁護士等々は、私たちに対して「子の福祉」
ということを言葉を、あたかも正義の御旗のように唱え、疎外されている親たちをさらに蚊帳
の外に追い出す振る舞いをしてきましたが、彼らこそ本当の意味での「子の福祉」を理解して
もらいたいものです。
　また、片親から引き離されている子どもへの精神的な影響について、今日の日本では専門的
にきちんとした研究がなされてきていないとのお話もありましたが、今後も先生方のような研
究者が一人でも多く出てきていただけることを切に期待します。
　後半の堀尾先生のお話は、ご自身の体験談も踏まえなながらのお話で大変興味深く参考にな
りました。最初、「答えは英語にある」と言うフレーズの意味がどいうことなのかな、と思って
拝聴しておりましたが、海外では当たり前になっていることが、日本では全くと言っていい程
認められていないということを再認識させられ、翻って今のわが国の現状に見ると悲しくなる
とともに、私たちの活動がとても大切なものであるとの思いを強めました。（ＹＫ）
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　「帰れる港が２つあること」

　引き離し３年、そして同居



★　会費の使い途、会報発送は年４回になります　★
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